
2.採用選考試験内容  



 

 

  1 提出書類  

    豊かな経験や、教員としての意欲、使命感を把握し評価するため、自己アピール等申告

書や勤務先等からの推薦書・人物証明書などの提出を求めるとともに、多くの県市がクラ

ブ活動、ボランティア活動、各種検定試験等の成績、得意分野・重点履修分野等について、

志願書や自己アピール等の提出書類への記載を求めている。 

○ 自己アピール等申告書   ····························································  57 県市（前年度 56 県市） 

○ 勤務先所属長の推薦書・人物証明書   ·······························  11 県市（前年度同） 

（社会人等一部の受験者のみとしている場合も含む。） 

○ クラブ活動・部活動   ····································································  64 県市（前年度同） 

○ ボランティア活動   ·········································································  61 県市（前年度 62 県市） 

○ 各種検定試験等の成績   ··························································  58 県市（前年度 54 県市） 

○ 得意分野・重点履修分野   ························································  53 県市（前年度 48 県市） 

○ 教育実習の実施状況   ·······························································  18 県市（前年度同） 

  

 

  2 筆記試験等の実施状況  

 ○ 筆記試験の内容・実施状況 

    筆記試験のうち、 

・ 一般教養は、47 県市（1 次で 46 県市が実施） 

・ 教職教養は、67 県市（1 次で 66 県市が実施） 

・ 専門教科は、68 県市（1 次で 64 県市が実施） 

・ 作   文は、 6 県市（1 次で 3 県市が実施） 

・ 小 論 文は、42 県市（1 次で 11 県市、2 次で 33 県市（1 次との重複あり）が実施） 

でそれぞれ行われているほか、一部の県市では、論述試験、教科等指導法検査、特別支

援教育専門科目試験などが行われている。 

 ○ 筆記試験の評価方法 

    筆記試験について、「一定の水準に達しているかどうかの判断のみに用い、一定点数以

上であれば得点差を考慮していない」とするのは 16 県市（前年度 15 県市）、「得点差を選

考材料として考慮している」とするのは 54 県市である（前年度同）。 

 ○ 適性検査の実施状況 

    適性検査を実施しているのは、41 県市（うち 32 県市が 2次試験で実施）である。 

 ○ 小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容について 

    小学校教諭の筆記試験において、外国語活動が含まれている県市は 53 県市（前年度

52 県市）である。 
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  3 実技試験の実施状況  

 ○ 小学校 

    小学校の受験者に対しては、57 県市（前年度同）で実技試験が実施されており、水泳実

技が 44県市（前年度 43県市）、水泳以外の体育実技が 46県市（前年度 47県市）、音楽

実技が 44 県市（前年度 45 県市）で実施されている。 

 ○ 中学校・高等学校 

    中学校及び高等学校の受験者に対しては、英語、保健体育、音楽、美術等を中心に、

中学校では全 68 県市（前年度同）、高等学校では 56 県市（前年度 55 県市）で実技試験

が実施されている。 

    英語は、中学校で全 68 県市（前年度同）、高等学校で 56 県市（前年度 54 県市）が実施

されており、一般英会話やリスニング、インタビューテスト等が行われている。そのうち、中

学校で 15県市（前年度同）、高等学校で 13県市（前年度同）において、第 1次試験と第 2

次試験の両方で実技試験を実施している。 

    音楽は、中学校で 67 県市（前年度同）、高等学校で 41 県市（前年度 42 県市）において

実施され、主な内容はピアノ等の楽器演奏や伴奏しながらの歌唱となっている。 

    器具の操作を含めた実験観察等の理科の実技試験を実施している県市は、中学校で

16 県市（前年度 15 県市）、高等学校で 8県市（前年度同）である。 

 ○ 養護教諭 

    包帯法、人工呼吸、心肺蘇生法などの救急措置、保健指導や傷病者への応急処置等

の実技試験が、31 県市（前年度同）で行われている。 

 

 

 4 面接試験の実施状況  

    個人面接は全 68県市（前年度同）、集団面接は 50県市（前年度 54県市）で行われ、面

接担当者は主に教育委員会の指導主事、管理主事や現職の校長、教頭等であるが、加

えて 60県市（前年度同）が教育委員、民間企業の人事担当者、弁護士、学校評議員等の

民間人等を起用している。 

    面接内容として、自己 PR（43 県市（前年度 44 県市））や志望動機（67 県市（前年度同））

のほか、39 県市（前年度 42 県市）でテーマを指定した集団討論が行われている。 

 

 

 5 模擬授業・場面指導・指導案作成の実施状況  

    模擬授業は55県市（前年度同）、場面指導は40県市（前年度 39県市）、指導案作成は

16 県市（前年度 17 県市）で実施されている。 
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1　提出書類

区分

県市名

最
終
卒
業
学
校

に
お
け
る
成
績
証
明
書

卒
業

（
見
込

）
証
明
書

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

勤
務
先
所
属
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

教
員
免
許
状
の
写
し

又
は
取
得
見
込
証
明
書

健
康
診
断
書

自
己
ア
ピ
ー

ル

、

自
己
推
薦
・
評
価
・
申
告
書

そ
の
他
　
※

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

外
国
居
住
・
海
外
留
学

各
種
検
定
試
験

教
育
実
習

介
護
等
体
験

得
意
分
野
・
重
点
履
修
分
野

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○* ○* ○*

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ * ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○*

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○* ○ ○ ○ ○ * * ○ ○

提出書類 提出書類に記載する社会体験等の内容
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区分

県市名

最
終
卒
業
学
校

に
お
け
る
成
績
証
明
書

卒
業

（
見
込

）
証
明
書

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

勤
務
先
所
属
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

教
員
免
許
状
の
写
し

又
は
取
得
見
込
証
明
書

健
康
診
断
書

自
己
ア
ピ
ー

ル

、

自
己
推
薦
・
評
価
・
申
告
書

そ
の
他
　
※

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

外
国
居
住
・
海
外
留
学

各
種
検
定
試
験

教
育
実
習

介
護
等
体
験

得
意
分
野
・
重
点
履
修
分
野

提出書類 提出書類に記載する社会体験等の内容

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

63  岡山市 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○*

30 53 5 11 67 58 57 60 64 61 23 58 18 4 53

(30) (53) (5) (11) (68) (60) (56) (60) (64) (62) (24) (54) (18) (4) (48)

※「その他」の内容例

(注) 　提出書類には、特別選考等受験者のみが提出を要するものも含む。1　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

2　提出書類には、特別選考等受験者のみが提出を要するものも含む。

在職証明書、職歴証明書、身体障害者手帳の写し、資格取得を証明する書類、競技成績・受賞成績証明書、欠格事
由照会書、法務省発行の「登記されていないことの証明書」、市町村長発行の「身分証明書」、青年海外協力隊等派
遣活動を申告する書類

合計
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2　筆記試験等の実施状況　（1）一般教養・教職教養　

区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般教養 教職教養
栄教 計 小 中 高 特支 養教 栄教 計小 中 高 特支 養教
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区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

一般教養 教職教養
栄教 計 小 中 高 特支 養教 栄教 計小 中 高 特支 養教

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

62  神戸市 ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○* ○* ○* ○* ○ ○ ○ * ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ * ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

46 1 46 1 41 1 40 1 46 1 27 1 46 1 66 1 66 1 58 1 55 1 66 1 44 0 66 1

(44) (0) (44) (0) (38) (0) (40) (0) (44) (0) (25) (0) (44) (0) (66) (1) (66) (1) (56) (1) (55) (1) (66) (1) (41) (0) (66) (1)

※

（注） 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
 　特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

(44) (25) (44) (67)

6747 47 42 41 47 28 47 67 67 59 56 67 44

(40) (67)

石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（「その他」に計上）

(44) (44) (38) (67) (57) (56) (67) (41)
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2（2）専門教科・作文

区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * * * * * * *

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ * * * * * *

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次)

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 高 特支 養教 栄教 計
専門教科 作文

小 高 特支 養教 栄教 計小 中
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区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

中 高 特支 養教 栄教 計
専門教科 作文

小 高 特支 養教 栄教 計小 中

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 * ○* * ○* * ○* * * ○*

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ * ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

64 5 64 5 58 5 56 4 64 5 41 4 64 8 3 2 3 3 0 3 0 2 3 2 0 1 3 3

(65) (4) (65) (4) (56) (5) (56) (4) (65) (4) (38) (4) (65) (7) (4) (3) (4) (4) (1) (4) (1) (3) (4) (3) (0) (2) (4) (4)

（注）

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

68 5 1 657 68 44 68 5
合計

3 268 60

(68) (7) (8) (5) (4) (7)

6

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
   特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

1　合計については、実施した県市の実数である。

(2) (8)(68) (68) (58) (57) (68) (41)
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2（3）小論文・外国語活動・その他

区分
※1

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

あ
り

な
し

開始
年度

考慮
しない

考慮
する

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ 平成23 ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ 平成13 ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○

6  山形県 ○ 平成23 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成19 ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成23 ○ ○

9  栃木県 ○ 平成24 ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成23 ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成21 ○ ○

12  千葉県 ○ 平成21 ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成21 ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成23 ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ○ ○ 平成23 ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成21 ○ ○

19  山梨県 ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成25 ○ ○

24  三重県 ○ ○ 平成17 ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成21 ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○ ○

28  兵庫県 ○ ○

29  奈良県 * * * * * * * ○ 平成24 ○ *

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○* ○ ○

31  鳥取県 ○* * 平成29 ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成23 ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○

34  広島県 ○ 平成24 ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ 平成24 ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ 平成24 ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成28 ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成23 ○ ○

39  高知県 ○ ○ 平成28 ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成24 ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成18 ○ ○ *

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成28 ○ ○

43  熊本県 ○ ○ 平成22 ○

44  大分県 ○ 平成24 ○

45  宮崎県 ○ 平成27 ○ ○

46  鹿児島県 ○ 平成22 ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○*(3次) ○ ○ ○ 平成22 ○ ○ ○

外国語活動
(筆記)

筆記試験得点差の
選考上の取扱い

適性検査
※2中 高 特支 養教 栄教

小論文 その他
小 計
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区分
※1

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

あ
り

な
し

開始
年度

考慮
しない

考慮
する

1
次

2
次

3
次

外国語活動
(筆記)

筆記試験得点差の
選考上の取扱い

適性検査
※2中 高 特支 養教 栄教

小論文 その他
小 計

48  札幌市 ○ ○ 平成23 ○ ○

49  仙台市 ○ 平成13 ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○ ○

51  千葉市 ○ 平成21 ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成22 ○

53  川崎市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 平成22 ○

54  相模原市 ○ 平成22 ○

55  新潟市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ 平成21 ○ * ○*

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成16 ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成21 ○ ○

60  大阪市 ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 * ○* * ○* * ○* * ○* * ○* * ○* * ○* ○ ○

63  岡山市 * * * * * ○ 平成29 ○

64  広島市 ○ 平成24 ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成24 ○ ○ *

66  福岡市 * ○ 平成22 ○ ○

67  熊本市 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ 平成25 ○

68  豊能地区 ○* ○ ○

11 31 10 31 9 27 9 27 10 31 8 20 11 33 4 8 12 32 1

(12) (31) (11) (31) (8) (26) (10) (25) (11) (31) (9) (18) (12) (33) (3) (8) (13) (34) (1)

※ 石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（「その他」に計上）

※ 沖縄県は中・高・特支の3次試験において小論文を実施している。

※

※

※1  「その他」の内容例

論述、教科等指導法検査、特支専門科目、総合読解、学習指導案作成、思考力・判断力を測る問題

※2  「適性検査」の内容例（県市が非公表としているものは除く）

内田クレペリン検査、YGPI検査、行動価値検査、感情能力検査、TAP21、総合適性検査、DPI職場適応性テスト

（注）

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

佐賀県は筆記試験の得点差について、一般・教職教養試験については考慮せず、専門試験及び小論文につ
いては考慮している。

和歌山県は筆記試験の得点差について、一般・教職教養・小論文については考慮せず、教科専門については
考慮している。

1　合計については、実施した県市の実数である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
  特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

4  筆記試験の得点差の選考上の取扱い欄について、「考慮しない」とは、筆記試験の成績の評価に当たり一
定の水準に達しているかどうかの判断のみに用い一定点数以上であれば得点差を考慮していないことを表し、
「考慮する」とは、得点差を選考材料として考慮していることを表す。

1553

(52) (16)
36 4041 40 36

54

合計

16

(54)
4112

(15)
(11)(35)

27 42

(41) (26) (43) (43)(42) (41) (34)
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3　実技試験の実施状況　（1）小学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 理科

6  山形県 ○ ○ * ○ ○ ○*

7  福島県 ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○*

10  群馬県 ○ ○ 国語

11  埼玉県 0

12  千葉県 ○ ○

13  東京都 0

14  神奈川県 0

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ * ○ ○ 理科

18  福井県 ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○

22  静岡県 0

23  愛知県 0

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ 特別活動

26  京都府 ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○(3次)

28  兵庫県 ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ 国語

31  鳥取県 ○ ○ * ○ * *

32  島根県 0

33  岡山県 ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○* ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○

実
技
実
施

音楽
図画
工作

水泳以外
の体育

外国語
活動

その他の教科等

1
次

2
次

水泳

- 44 -



1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

実
技
実
施

音楽
図画
工作

水泳以外
の体育

外国語
活動

その他の教科等

1
次

2
次

水泳

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 0

51  千葉市 ○ ○

52  横浜市 0

53  川崎市 0

54  相模原市 0

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○

58  名古屋市 ○ ○

59  京都市 ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○

61  堺市 0

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○* ○

64  広島市 ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

5 39 0 3 13 31 9 39 8 19

(6) (39) (1) (4) (13) (30) (10) (39) (8) (17)

※各教科の実施内容

音楽

図画工作

水泳

水泳以外
の体育

外国語活動

その他

 
(注)

2 3

(2)

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、オルガン演奏、オルガン弾き歌い、歌唱、
和楽器演奏、任意楽器演奏（キーボード、鍵盤ハーモニカ、電子ピアノ、声楽又はその他
の楽器（電子楽器を除く）による任意の楽曲の演奏）、その他（自由演奏（楽器及び曲目
は自由、弾き歌いも可））

デッサン、水彩

25メートル泳、50メートル泳、泳法自由、クロール、平泳ぎ、その他（背泳ぎ、けのび）

マット、跳び箱、鉄棒、なわとび、陸上、ハードル、ダンス、ボール運動、球技（バスケット
ボール、バレーボール、サッカー）、その他（体つくり運動、器械運動、集団行動、往復走、
ボール投げ、ラジオ体操、即興的な表現運動）

リスニング、スピーチ、簡単な会話、その他（自己紹介）

1　合計については、実施した県市の実数である。

(23)(43) (47)

合計

57

44

(45) (5)

国語（模擬授業、場面指導）、理科（実験（回路の作成、加熱・水溶液・顕微鏡観察・電気
に関することから一つを当日指定）、器具操作（顕微鏡の操作、加熱・水溶液・顕微鏡観
察・電気に関することから一つを当日指定）、観察（加熱・水溶液・顕微鏡観察・電気に関
することから一つを当日指定））、特別活動（グループで協力し劇を構想して発表）

3 44 46 24 5

(5)

(3)

(57)
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3（2）中学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 書道

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ * ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次)

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○* ○ ○ 国語、社会、数学

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ * * ○ ○* 国語

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○

技術 家庭 英語 その他の教科

1
次

2
次

保健
体育

県市名

実
技
実
施

理科 音楽 美術
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

技術 家庭 英語 その他の教科

1
次

2
次

保健
体育

県市名

実
技
実
施

理科 音楽 美術

48  札幌市 ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

6 10 35 33 37 30 35 34 17 25 19 31 36 47

(6) (9) (34) (33) (37) (30) (35) (34) (18) (24) (20) (30) (36) (47)

※各教科の実施内容

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭

英語

その他

(注)

合計

68
3 2

(2) (2)

(68)
16 67 65

デッサン、デザイン、スケッチ、水彩、立体造形、平面構成、その他（ワークシートの作成、「生徒に示す参考作品」の製
作、表現分野「平面又は立体」）

68 42 50 68 5

(15) (67) (65) (68) (42) (50) (68) (4)

実験（炭酸水素ナトリウムから二酸化炭素を発生させる、固体の密度の測定、気体の発生・密度測定から一つ出題、混
合物の蒸留、水とエタノールの混合物を分離する実験、乾電池を用いた豆電球の回路作成、抵抗器の抵抗の大きさを測
定する実験、だ液によるデンプンの分解に関する実験、物質の性質を薬品等で調べる、上皿てんびん及び二股試験管を
用いた気体の発生実験、アルコール蒸留実験、オオカナダモの光合成に関する実験）、器具操作（顕微鏡の操作、電圧
計、ルーペの操作、気体の発生・密度測定から一つ出題、試験管やガスバーナー等の安全な使用手順、電熱線に電圧を
加え、発熱量の規則性を見い出す）、観察（風向及び湿度の調べ方、プレパラートを作成・観察し顕微鏡の使い方を説明
する、気体の発生・密度測定から一つ出題、抵抗器に加わる電流と電圧の関係、物質が水に溶ける様子を観察する、双
眼実体顕微鏡による岩石の観察及びスケッチ）、模擬授業

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、歌唱、視唱、声楽、指揮、合唱指導、和楽器演奏、任意楽器演奏（ピアノ以
外の楽器、声楽又は器楽のいずれか、管楽器・弦楽器・打楽器の中で持込み可能な楽器、電子楽器以外の楽器、トロン
ボーン、マリンバ、暗譜、伴奏なし）、その他（聴音記譜、新曲視奏、模擬授業）

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。

水泳、陸上、ダンス、剣道、柔道、体つくり運動、器械運動、球技、その他（基礎体力（反復横跳び・立ち幅跳び）、ラジオ
体操、相撲、空手道、郷土舞踊）

木工、金工、製図、製作、電気実習、コンピュータ操作、その他（場面指導、模擬授業、ドライヤーの点検を行い、不良個
所を見付ける、材料取り（アクリル板）、材料加工及びエネルギー変換に関する実技）

被服（裁縫）、調理、その他（模擬授業、染み抜き）

リスニング、スピーチ・プレゼンテーション、ディベート・ディスカッション、英語面接・インタビュー、その他（模擬授業、英文
の朗読、英語による口頭試問、ALTとティームティーチング、英作文、ディクテーション）

国語（敬語を扱う単元の導入の授業を想定した説明、単元における模擬授業、単元における教材の作成、書写（毛筆））、
社会（地形図の読み取りと説明、模擬授業、授業の在り方についての意見交換）、数学（等式の性質に基づいた式変形
や説明、課題追究場面における個別の指導、中学校第1学年に対する授業開き、模擬授業）

1　合計については、実施した県市の実数である。
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3（3）高等学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ * ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○* ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ * ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ *

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ * ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ * ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○* ○ ○* ○

21  岐阜県 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ * ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ * ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次)
韓国・朝鮮
語、中国語

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ * ○* ○

30  和歌山県 ○ ○ * ○ * * ○ ○ ○ ○
国語、地
理歴史

31  鳥取県 ○ ○* * ○

32  島根県 ○ ○ ○ * ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ * ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報

35  山口県 ○ ○ * * ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○* ○* ○ ○* ○

40  福岡県 ○ ○ * ○* * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ * ○ ○

45  宮崎県 ○ ○* ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ * ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県市名

実
技
実
施

理科 音楽 美術 商業 福祉 その他の教科英語書道

1
次

2
次

保健
体育

家庭 農業 工業
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

県市名

実
技
実
施

理科 音楽 美術 商業 福祉 その他の教科英語書道

1
次

2
次

保健
体育

家庭 農業 工業

48  札幌市 ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 0

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ * ○ *

52  横浜市 0

53  川崎市 0

54  相模原市 0

55  新潟市 ○* ○* ○* ○* ○*

56  静岡市 0

57  浜松市 0

58  名古屋市 ○ * ○* * * ○

59  京都市 ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○

61  堺市 0

62  神戸市 0

63  岡山市 0

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報

65  北九州市 0

66  福岡市 ○ ○ * ○* ○ 国語、公民

67  熊本市

68  豊能地区 0

2 6 23 20 23 16 11 12 29 24 10 24 1 10 1 13 2 8 3 6 31 38

(2) (6) (24) (19) (22) (16) (12) (11) (29) (24) (13) (25) (1) (11) (1) (13) (1) (8) (2) (8) (30) (37)

※各教科の実施内容

理科

音楽

美術
書道

保健体育

家庭
農業
工業
商業
福祉

英語

その他

(注)1 合計については、実施した県市の実数である。

2 *は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3 中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。

デッサン、デザイン、スケッチ、水彩、立体造形、平面構成、その他（模擬授業、条件を満たした構想画）

国語（模擬授業、入試問題の解説授業）、地理歴史（模擬授業）、公民（入試問題の解説授業）、情報（コンピュータ操作、基本
的なネットワークシステムの設定、ウェブページの作成）、工業実習（機械加工）、韓国・朝鮮語（リーディング、口頭試問）、中国
語（リーディング、口頭試問）

リスニング、スピーチ・プレゼンテーション、ディベート・ディスカッション、英語面接・インタビュー、その他（模擬授業、英文の朗
読、英語による口頭試問、ALTとティームティーチング、英作文、ディクテーション、テーマを与えて英語で討論）

介護技術

情報処理、計算実務、コンピュータ操作、その他（模擬授業、帳簿作成）

製図、計測、電気、コンピュータ操作、その他（化学実験、電子回路組立、スケッチ、金属加工、旋盤、模擬授業）

鑑定、その他（栽培管理に関する実習、農業実験に係る基礎実験、播種、鉢上げ、鉢替え作業、農業機械の操作）

被服（裁縫）、調理

水泳、体操、陸上、ダンス、剣道、柔道、体つくり運動、器械運動、球技、その他（基礎体力（反復横跳び・立ち幅跳び）、ラジオ
体操、空手道、郷土舞踊）

臨書、創作、その他（模擬授業、実用書、課題に基づき作品を完成させる、目的や用途に即した表現）

合計

56
0 6

(0) (8)

(55)
6

(8)

8 34 14 10 9 5611

(52)

ピアノ演奏、ピアノ弾き歌い、リコーダー演奏、歌唱、視唱、声楽、指揮、合唱指導、和楽器演奏、任意楽器演奏（ピアノ・管弦打
楽器の演奏又は歌曲・アリアの演奏の選択、任意の１曲を伴奏なしで演奏、ピアノ以外の楽器、管楽器、弦楽器、打楽器の中
で持ち込み可能な楽器、トロンボーン、マリンバ）、その他（聴音、新曲視奏、リズム打ち、模擬授業、声楽または器楽のいずれ
か、専攻楽器の表現、作曲作品の発表）

実験（電池の起電力を求める、水溶液のモル濃度を求める、気体の発生・密度測定から一つ出題、静止摩擦係数を調べる、分
子量を求める、力学的エネルギー保存則に関する実験、上皿てんびん及び二股試験管を用いた気体の発生実験、手回し発電
機を用いた実験、オオカナダモの光合成）、器具操作（ミクロメーターの使い方、気体の発生・密度測定から一つ出題、説明を
加えながら、化学反応により化合物から物質を捕集する実験装置を組み立てる）、観察（表皮細胞の観察、気体の発生・密度
測定から一つ出題、だ腺染色体の観察、顕微鏡による植物の葉の観察、双眼実体顕微鏡による岩石の観察及びスケッチ）、
模擬授業

(42) (38) (12) (14) (9) (10)(20)(35) (8)(54)

41 36 20 52
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3（4）養護教諭

1
次

2
次

包
帯
法

人
工
呼
吸

心
肺
蘇
生
法

その他救急措置

保
健
指
導

その他

1  北海道

2  青森県

3  岩手県 ○ * ○* 視力検査

4  宮城県

5  秋田県 ○ ○
食物アレルギー、熱中症、前腕部から
の出血に対する応急措置

○

6  山形県 ○ ○

7  福島県

8  茨城県

9  栃木県

10  群馬県 ○ ○ 初期対応、エピペン ○* *

11  埼玉県 ○ ○ 三角巾を用いた固定

12  千葉県

13  東京都

14  神奈川県

15  新潟県 * *

16  富山県

17  石川県 ○ * ○ 止血法等

18  福井県

19  山梨県

20  長野県

21  岐阜県 ○ ○ ○ 保健室来室児童生徒への対応

22  静岡県 ○ ○* ○ 傷病者を回復体位にする。 *

23  愛知県

24  三重県 ○ ○ 応急措置 ○

25  滋賀県 ○ ○ 症状に対する適切な体位 ○ ○* 水泳実技

26  京都府 ○ ○ ○ 腹痛、吐き気、打撲などに対する措置 ○

27  大阪府

28  兵庫県 ○ ○ ○ 怪我の応急処置

29  奈良県

30  和歌山県 ○ * ○

31  鳥取県 ○ ○ 教室の二酸化炭素濃度測定

32  島根県 ○ ○ ○ アレルギー症状に対する応急処置

33  岡山県

34  広島県 ○ ○ ○ 生命の微候の観察

35  山口県 ○ ○ ○ 救急法等養護に関する実技

36  徳島県

37  香川県

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○

39  高知県

40  福岡県 ○ ○* * ○

41  佐賀県 ○ ○ 足の捻挫の救急処置

42  長崎県 ○ * ○

43  熊本県

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ けがの手当て

45  宮崎県 ○ ○ 体位の管理法

46  鹿児島県

47  沖縄県

県市名

保健等
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1
次

2
次

包
帯
法

人
工
呼
吸

心
肺
蘇
生
法

その他救急措置

保
健
指
導

その他
県市名

保健等

48  札幌市

49  仙台市

50  さいたま市 ○ * ○* ○ 三角巾・副木を用いた応急手当 ○* 模擬授業、専門性に係る質問

51  千葉市

52  横浜市

53  川崎市

54  相模原市

55  新潟市 ○ ○
部活動中に起きた捻挫を想定した緊
急措置

56  静岡市 ○ ○ ○ 安静体位

57  浜松市 ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ 健康診断

59  京都市 ○* ○* ○*

60  大阪市

61  堺市

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市

64  広島市 ○ ○ ○ 生命の微候の観察

65  北九州市

66  福岡市

67  熊本市

68  豊能地区

9 22

(9) (22)

(注) 1 合計については、実施した県市の実数である。

2 *は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

合計

11 3 6 18 12 7

31
(12) (2) (3) (23) (11) (6)

(31)
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4　面接試験の実施状況
　（1）1次・2次試験における個人面接・集団面接の実施状況 1/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

4  宮城県 ◎ ◎ ◎

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ◎ ◎ ◎ ◎

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

21  岐阜県 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○* * ○ ○* * ○ ○* * ○ ○* *

28  兵庫県 ○ ○* * ○ ○* * ○ ○* * ○ ○* *

29  奈良県 ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○*

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ◎ ◎ ◎ ◎

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ◎ ◎ ◎ ◎

42  長崎県 ◎ ◎ ◎ ◎

43  熊本県 ◎ ◎ ◎ ◎

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

面接の実施

小 中 高 特支

個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接の実施

小 中 高 特支

個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ◎ ◎ ◎

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ * ○ * ○* ○ *

54  相模原市 ◎ * ◎ *

55  新潟市 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○* ◎* ○* ○ ◎ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ * ○ ○ * ○ ○ *

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○* ○*

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 * ○ ○* * * ○ ○* *

64  広島市 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 * ○ ○* ○ ○* ○ ○ ○*

67  熊本市 ◎* * ◎* * * *

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○

12 64 2 31 28 1 11 64 3 32 28 1 9 56 3 27 27 1 8 53 3 27 27 1
(14) (64) (1) (31) (31) (1) (12) (64) (2) (32) (31) (1) (7) (55) (2) (27) (27) (1) (8) (53) (2) (27) (27) (1)

(注)

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

57 45

(68) (54) (68) (54) (58) (45) (57) (46)

4　○は面接を1回、◎は2回以上実施したことを表す。

合計
68 50 68 50 60 44

1  合計については、実施した県市の実数である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学
校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。
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4（1）1次・2次試験における個人面接・集団面接の実施状況 2/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

4  宮城県 ◎ ◎ ◎ ◎

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ◎ ○ ◎ ◎ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○

15  新潟県 ◎* ◎* ◎ ◎

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

21  岐阜県 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○* * ○ ○* * * ○ ○* ○ ○* *

28  兵庫県 ○ ○* * ○ ○* * ○* ○ ○ ○* *

29  奈良県 ○ ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○*

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ◎ ◎ ◎ ◎

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ◎ ○ ◎* ○* ○ ◎ ◎ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○* ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○

37  香川県 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ◎ ◎ ◎ ◎

42  長崎県 ◎ ◎ ◎

43  熊本県 ◎ ◎ ◎ ◎

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○

面接の実施

養教 栄教

2
次

計

3
次

個人 集団個人 集団 個人 集団
1
次
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接の実施

養教 栄教

2
次

計

3
次

個人 集団個人 集団 個人 集団
1
次

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ◎ ◎ ◎ ◎

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ * * ○ ○ *

54  相模原市 ◎ * ◎ ◎ *

55  新潟市 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ * ○ ○ * ○ ○ ○ ○ *

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 * ○ ○* * * * * ○ ○ * ○ ○* *

64  広島市 ◎ ○ ◎* ○* ○ ◎ ◎ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○* ○ ○* ○ ○ * ○ ○*

67  熊本市 ◎* * ◎* * ◎* ◎* *

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 64 2 32 27 1 5 42 1 24 17 0 42 65 3 12 64 3 32 28 1

(12) (64) (1) (32) (30) (1) (6) (39) (0) (20) (18) (0) (43) (65) (2) (14) (64) (2) (32) (31) (1)

(注)

50

(68)

68 50 44 34 68 68

4　○は面接を1回、◎は2回以上実施したことを表す。

(54) (41) (33) (68) (68) (54)

合計

1  合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支
援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。
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4（2）面接時間・面接担当者数等

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ 2 3 7*
2  青森県 ○ ○ 3 3 8
3  岩手県 ○ ○ ○ 5 5 5
4  宮城県 ○ 2
5  秋田県 ○ ○ ○ ○ 3 3 4 6 4
6  山形県 ○ ○ 3 2 5
7  福島県 ○ ○ ○ 3 2 3 10 7
8  茨城県 ○ ○ 3 3 9
9  栃木県 ○ ○ ○ 4 3 4 8 9
10  群馬県 ○ ○ 2 4 6
11  埼玉県 ○ ○ 2 3 5
12  千葉県 ○ ○ 2 2 6
13  東京都 ○ ○ 3 3 5
14  神奈川県 ○ 3
15  新潟県 ○* ○ 4
16  富山県 ○ ○ 3 3 8
17  石川県 ○ 3
18  福井県 ○ ○ 3 3 7
19  山梨県 ○ ○ 4 3 6*
20  長野県 ○ ○ 3 3 8
21  岐阜県 ○ ○ ○ 5 3 2 7 7
22  静岡県 ○ ○ * ○ ○ ○ 3 3 3 8
23  愛知県 ○ ○ ○ 3 3 3 5 8
24  三重県 ○ ○ ○ 3 3 3 8 6
25  滋賀県 ○ ○ 3 3 9
26  京都府 ○ ○ ○ ○ 2 3 2 2 3 5
27  大阪府 ○ ○* * 2* 3* * *
28  兵庫県 ○ ○* * 3 2* * 8* *
29  奈良県 ○ ○* ○* * 3 3 3* 7* 7*
30  和歌山県 ○ ○ 3 3
31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ * ○* 3 3 3 4 5*
32  島根県 ○ 3
33  岡山県 ○ ○ ○ 2 2 3* 6*
34  広島県 ○ ○ 4 2 7*
35  山口県 ○ * ○ ○ 3 3 4 7 6
36  徳島県 ○ ○ 5 3 8
37  香川県 ○* ○ ○ ○ 4 3 8*
38  愛媛県 ○ ○ ○ 4 4 8*
39  高知県 ○ ○ 3 4
40  福岡県 ○ ○ 3 2 7
41  佐賀県 ○ 4*
42  長崎県 ○ 3
43  熊本県 ○ 2
44  大分県 ○ ○ 4 3 8
45  宮崎県 ○ ○ 3 4 4
46  鹿児島県 ○* * ○ 2* 4 4
47  沖縄県 ○ ○ 3 3

面接時間 面接担当者数 受験者数

個人 集団 個人 集団 集団

1
グ
ル
ー

プ
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）

1
グ
ル
ー

プ
当
た
り

受
験
者
数

（
平
均

）

10分
未満

10～
20分

20分
以上

20分
未満

20～
40分

40～
60分

60分
以上

1
名
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接時間 面接担当者数 受験者数

個人 集団 個人 集団 集団

1
グ
ル
ー

プ
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）

1
グ
ル
ー

プ
当
た
り

受
験
者
数

（
平
均

）

10分
未満

10～
20分

20分
以上

20分
未満

20～
40分

40～
60分

60分
以上

1
名
当
た
り

面
接
担
当
者
数

（
平
均

）

48  札幌市 ○ ○ 2 3 7*
49  仙台市 ○ 2
50  さいたま市 ○ ○ 2 3 6
51  千葉市 ○ ○ 2 2 6
52  横浜市 ○ ○ 2 3 8
53  川崎市 ○ * 3 * *
54  相模原市 ○ * 4 * *
55  新潟市 ○ ○ ○ 2 2* 2 6
56  静岡市 ○ ○ 3 3
57  浜松市 ○ ○ ○ 3 3 4 6
58  名古屋市 ○ ○ ○ 2 2 2 8 4
59  京都市 ○ * ○ 2 * 4 12
60  大阪市 ○ ○ * 2 3 * *
61  堺市 ○ ○ 3 3 5
62  神戸市 ○ ○ 5 3 9*
63  岡山市 * * ○* * ○* * 2 3* * 10* *
64  広島市 ○ ○ 4 2 7*
65  北九州市 ○ ○ 3 2 4
66  福岡市 * ○ ○* * 4 2* 6*
67  熊本市 ○ * 3 * *
68  豊能地区 * ○* ○ 3 3 6

3 0 0 8 24 2 2 44 1 1 0 0 20 5 0 9 17 1 3 10 0
(5) (0) (0) (8) (25) (1) (2) (44) (1) (1) (0) (0) (22) (8) (0) (7) (17) (1) (3) (10) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。

 特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

(22) (12)

合計
3 27 47 1 23 23 12

(5) (26) (47) (1) (28)
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4（3）面接担当者（民間人等）　1/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○*

2  青森県 ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○

4  宮城県 ○ ○

5  秋田県

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ *

9  栃木県 ○ ○

10  群馬県 ○ ○

11  埼玉県 ○ ○

12  千葉県 ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○

15  新潟県 ○ ○

16  富山県 ○ ○

17  石川県

18  福井県 ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○

21  岐阜県 ○ ○

22  静岡県 ○ ○ * ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○

24  三重県

25  滋賀県 ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○

27  大阪府 * ○*

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○ ○

30  和歌山県 ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○

34  広島県

35  山口県 ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○

38  愛媛県 ○ ○

39  高知県 ○ ○

40  福岡県 ○

41  佐賀県 ○

42  長崎県 ○ ○

43  熊本県 ○

44  大分県 ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○

47  沖縄県 ○ ○

面接担当者

民間人等

個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団

民間企業
人事担当者

経営者 臨床心理士
スクール

カウンセラー
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接担当者

民間人等

個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団

民間企業
人事担当者

経営者 臨床心理士
スクール

カウンセラー

48  札幌市 ○

49  仙台市 ○ ○

50  さいたま市

51  千葉市 ○

52  横浜市

53  川崎市

54  相模原市 ○*

55  新潟市 ○ ○

56  静岡市

57  浜松市

58  名古屋市 ○ *

59  京都市 ○

60  大阪市

61  堺市

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 *

64  広島市

65  北九州市 ○* ○ ○*

66  福岡市 * ○* ○

67  熊本市

68  豊能地区

1 31 0 4 12 0 1 19 1 3 7 0 0 9 1 2 8 0 0 8 1 2 4 1

(2) (29) (0) (4) (14) (0) (1) (20) (1) (3) (7) (0) (0) (9) (0) (2) (8) (0) (0) (7) (1) (2) (4) (1)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

合計
32 16 21 9 10

(31) (18) (21) (9) (9) (10) (7)

10 8 7

(42) (26) (18) (13)

42 26 19 14

(7)
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4（3）面接担当者（民間人等）　2/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1   北海道 ○ ○

2   青森県 ○* ○* ○* ○

3   岩手県 ○ ○

4   宮城県 ○

5   秋田県

6   山形県 ○ ○ ○

7   福島県 ○ ○ ○

8   茨城県 ○ *

9   栃木県 ○ ○ ○ ○

10   群馬県 ○ ○

11   埼玉県 ○ ○ ○

12   千葉県 ○* ○

13   東京都 ○ ○

14   神奈川県 ○ ○

15   新潟県 ○

16   富山県 ○ ○

17   石川県

18   福井県 ○ ○ ○ ○

19   山梨県 ○

20   長野県 ○ ○

21   岐阜県 ○ ○

22   静岡県 ○ ○ ○ ○

23   愛知県 ○ ○ ○ ○

24   三重県

25   滋賀県 ○ ○

26   京都府 ○ ○

27   大阪府 ○ * ○ ○* *

28   兵庫県 ○

29   奈良県 ○

30   和歌山県 ○ ○ ○

31   鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○

32   島根県 ○ ○

33   岡山県 ○ ○

34   広島県

35   山口県 ○ ○ ○

36   徳島県 ○ ○ ○

37   香川県 ○ ○

38   愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○

39   高知県 ○ ○

40   福岡県 ○

41   佐賀県 ○ ○ ○

42   長崎県 ○ ○

43   熊本県 ○

44   大分県 ○ ○ ○ ○

45   宮崎県 ○ ○ ○ ○

46   鹿児島県 ○ ○ ○

47   沖縄県 ○ ○ ○

面接担当者

民間人等

民間人等　計保護者 その他 ※

個人 集団 個人 集団 個人 集団
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接担当者

民間人等

民間人等　計保護者 その他 ※

個人 集団 個人 集団 個人 集団

48   札幌市 ○ ○

49   仙台市 ○

50   さいたま市 ○ ○

51   千葉市 ○* ○

52   横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

53   川崎市 ○ ○

54   相模原市 ○ * ○ *

55   新潟市 ○

56   静岡市 ○ ○ ○ ○

57   浜松市 ○ ○

58   名古屋市 ○

59   京都市 ○ ○ ○

60   大阪市

61   堺市

62   神戸市 ○ ○

63   岡山市 * *

64   広島市

65   北九州市 ○

66   福岡市 * * ○

67   熊本市 ○* ○*

68   豊能地区 ○ ○ ○ ○

1 12 0 4 11 0 1 21 1 5 8 1 2 45 3 9 20 1

(1) (12) (0) (4) (12) (0) (2) (17) (1) (5) (9) (1) (3) (43) (2) (10) (23) (1)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

※「その他」の内容例

合計
13 47 2813 15 22

(60)

教育委員、市町村教委教育長、行政職員、弁護士、幼稚園長、退職校長、学校評議員、PTA関係者、スクールソー
シャルワーカー、医師、保健師、薬剤師、臨床心理士

(28) (26)

(32)

27 29 60

(13) (16) (19) (14) (45)
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4（4）面接内容　1/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○

2  青森県 ○ ○

3  岩手県 ○ ○

4  宮城県 ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○

10  群馬県 ○

11  埼玉県 ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○*

13  東京都 ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○

15  新潟県 ○

16  富山県 ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 * ○* * ○*

28  兵庫県 ○ ○ ○* *

29  奈良県 * ○*

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○

32  島根県 ○ ○

33  岡山県 ○ ○ * ○*

34  広島県 ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○

41  佐賀県 ○ ○

42  長崎県 ○ ○

43  熊本県 ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○

46  鹿児島県 * ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○

面接内容

自
己
Ｐ
Ｒ

志
望
動
機

・
理
由

自
由
テ
ー

マ

意
見
発
表

自
由
テ
ー

マ

集
団
討
論

指
定
テ
ー

マ

意
見
発
表

指
定
テ
ー

マ

集
団
討
論

集
団
活
動

個人 個人 個人 集団 個人 集団 集団
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接内容

自
己
Ｐ
Ｒ

志
望
動
機

・
理
由

自
由
テ
ー

マ

意
見
発
表

自
由
テ
ー

マ

集
団
討
論

指
定
テ
ー

マ

意
見
発
表

指
定
テ
ー

マ

集
団
討
論

集
団
活
動

個人 個人 個人 集団 個人 集団 集団

48  札幌市 ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○

50  さいたま市 ○

51  千葉市 ○ ○ ○*

52  横浜市 ○ ○

53  川崎市 ○ ○ *

54  相模原市 ○ ○ *

55  新潟市 ○ * ○ ○

56  静岡市 ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○

59  京都市 ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○

63  岡山市 * ○ * ○*

64  広島市 ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○*

67  熊本市 ○ ○* *

68  豊能地区 ○ ○

8 39 3 11 61 3 0 0 0 1 0 0 0 2 0 18 23 1 4 2 0
(8) (41) (2) (13) (62) (2) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (17) (27) (1) (2) (1) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

合計
43 67 0 1 2 39 6
(44) (67) (0) (1) (1) (42) (3)
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4（4）面接内容　2/2

区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1   北海道 ○ ○ ○ ○ ○

2   青森県 ○ ○

3   岩手県 ○ ○ ○

4   宮城県 ○

5   秋田県 ○ ○ ○ ○ ○

6   山形県 ○ ○

7   福島県 ○ ○

8   茨城県 ○ ○* ○

9   栃木県 ○ ○ ○

10   群馬県 ○ ○ ○

11   埼玉県 ○ ○ ○

12   千葉県 ○ ○ ○

13   東京都 ○ * ○

14   神奈川県 ○ ○ ○

15   新潟県 ○ ○ ○

16   富山県 ○ ○

17   石川県 ○ ○

18   福井県 ○

19   山梨県 * ○* ○ ○

20   長野県 ○ ○ ○ ○ ○

21   岐阜県 ○ ○ ○

22   静岡県 ○ ○ ○ ○*

23   愛知県 ○ ○ ○ ○

24   三重県 ○ ○ ○

25   滋賀県 ○ ○ ○

26   京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27   大阪府 * ○* ○ ○* * ○ ○* *

28   兵庫県 ○ ○ ○ *

29   奈良県 ○ ○ ○ ○ ○

30   和歌山県 ○ ○ ○ ○

31   鳥取県 ○ ○ ○

32   島根県 ○

33   岡山県 ○ ○

34   広島県 ○ ○

35   山口県 ○ ○

36   徳島県 ○ ○ ○ ○

37   香川県 ○ ○

38   愛媛県 ○ ○

39   高知県 ○ * ○ ○ *

40   福岡県 ○ ○

41   佐賀県 ○ ○ ○*

42   長崎県 ○ ○

43   熊本県 ○ ○ ○

44   大分県 ○

45   宮崎県 ○ ○ ○

46   鹿児島県 ○ ○

47   沖縄県 ○ ○ ○ ○

面接内容

模
擬
授
業

指
導
案
作
成

場
面
指
導

適
格
性
判
断

そ
の
他
 

※

個人 集団 個人 集団 集団 個人 集団 個人 集団個人
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区分

県市名
1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

面接内容

模
擬
授
業

指
導
案
作
成

場
面
指
導

適
格
性
判
断

そ
の
他
 

※

個人 集団 個人 集団 集団 個人 集団 個人 集団個人

48   札幌市 ○ ○ ○ ○

49   仙台市 ○

50   さいたま市 ○ ○

51   千葉市 ○ ○ ○

52   横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

53   川崎市 ○

54   相模原市 ○

55   新潟市 ○ ○ ○

56   静岡市 ○ ○

57   浜松市 ○ ○

58   名古屋市 ○ ○ ○

59   京都市 ○ ○ ○

60   大阪市 ○ ○ ○ *

61   堺市 ○ ○

62   神戸市 ○ ○ ○ ○*

63   岡山市 * ○

64   広島市 ○ ○

65   北九州市 ○ ○

66   福岡市 ○ * ○ *

67   熊本市 ○

68   豊能地区 ○ ○ ○ ○* ○

2 19 1 0 6 0 0 2 0 0 0 0 2 26 1 0 2 0 11 61 3 17 9 0 1 18 1 4 3 0
(2) (21) (0) (0) (5) (0) (0) (2) (0) (0) (1) (0) (2) (26) (1) (0) (2) (0) (13) (61) (2) (18) (10) (0) (2) (16) (0) (5) (3) (0)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

※その他の面接内容例

【集団】

合計
2 24 1822 6 7

(23) (5)

0 28 2 65
(17) (8)

28 2 30 66 22
(2) (1) (28) (2) (65) (26)

【個人】

・職務に対する意欲等
・討議終了後、各受検者から２分間でまとめや感想を述べさせる
・望ましい対人関係を築ける資質を備えているかを判断する質問
・本人の資質、学習指導、教育時事問題など
・理想の教師像、大学時代に関心を持って取り組んだこと、特技、部活動の経験等。

(28) (2) (30) (66) (21)

・英語での簡単な自己紹介、スピーチ
・該当校種・教科等に関する専門性を問う質問
・学校における事例に対し、どのようにコミュニケーションを図っていくか
・学習指導に関すること、今日的課題に関すること
・教育への理解、広い教養と豊かな感性、教師としての姿勢、倫理観、心身の健康
・教育を取り巻く状況や課題を理解しているか
・教職について理解し、意欲をもって取り組む姿勢はあるか
・教員としてふさわしい実践的なコミュニケーション能力を備えているか
・教員としての倫理観・法令遵守、およびメンタル面についての質問
・社会人として望ましい態度であるか
・受験者が作成したプレゼンテーションシートの内容に関わる質問
・教育実習の自己評価・成果・感想
・非違行為防止に関する質問
・志望動機
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5　模擬授業・場面指導・指導案作成の実施状況　（1）模擬授業・場面指導

区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○* ○*

9  栃木県 ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次)

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○* ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○ * *

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ * * ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○*(3次) ○ ○ ○ ○ ○ ○*(3次) ○ ○

小 中 高 特支 養教 栄教 小 中 高 特支 栄教

模擬授業 場面指導

養教計 計
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区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

小 中 高 特支 養教 栄教 小 中 高 特支 栄教

模擬授業 場面指導

養教計 計

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○ ○ ○

56  静岡市

57  浜松市 ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○* ○* ○* ○* ○* ○* ○*

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○* ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ * ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○* ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ * ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 48 3 50 2 43 2 39 2 29 0 29 3 52 2 23 2 23 2 19 1 21 2 36 2 18 2 38

(2) (48) (3) (50) (1) (45) (2) (38) (2) (28) (0) (26) (3) (52) (1) (23) (1) (23) (0) (17) (0) (20) (1) (35) (1) (17) (1) (38)

模擬授業の具体例

場面指導の具体例

※ 大阪府は全校種の3次試験において模擬授業を実施している。
沖縄県は中・高・特支の3次試験において模擬授業及び場面指導を実施している。

(注)

合計
50 53 45 41 31 29 55 25 25 21 22 38 20

(40) (30) (20) (36) (18) (39)(26) (55)(50) (53) (46) (24)

40

(24) (17)

・与えられた課題について指定時間内で授業を実施する。
・与えられた指導内容の中から一つを選択し、その内容について指定時間内で模擬授業を行う。
・作成した指導案の一部について模擬授業を実施し、授業後に試験官から質疑を行う。
・指定した教科・単元の授業（10分間）を行う。
・面接委員が児童生徒役。テーマに基づく授業を行う。
・提示された学習指導要領に示す各教科の内容に関する課題をもとに、授業の導入部分4分間の授業を行う。
・当日提示した題材による模擬授業。
・ALTを相手に模擬授業の実施（英語）。
・与えられたテーマに沿って授業の導入部分を実施後、グループで集団討議。
・指定された課題をもとに、授業の構想を述べた後導入部分の模擬授業。
・入試問題解説授業

・学校教育活動における様々な場面・課題を設定し、模擬指導を行う。
・学校現場で起こりうる様々な場面を設定し，対応の仕方について質問する。
・試験当日にテーマを示し、構想時間後、教壇に立って場面指導を行う。
・事例を示し、園児、児童、生徒、保護者への対応を問う。
・帰りの会における先生の話。
・健康によい環境づくり、休養・睡眠と健康、感染経路について（養護教諭）。
・知的障害のある児童生徒への対応。

1　合計については、実施した県市の実数である。
2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
  特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。
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5（2）指導案作成

区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1    北海道

2    青森県

3    岩手県

4    宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5    秋田県 ○ ○ ○ ○ ○

6    山形県

7    福島県 ○ ○ ○ ○ ○

8    茨城県

9    栃木県 ○ ○

10    群馬県

11    埼玉県

12    千葉県

13    東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14    神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15    新潟県

16    富山県

17    石川県

18    福井県

19    山梨県

20    長野県

21    岐阜県

22    静岡県

23    愛知県

24    三重県

25    滋賀県 ○ ○

26    京都府

27    大阪府

28    兵庫県

29    奈良県

30    和歌山県

31    鳥取県

32    島根県

33    岡山県

34    広島県

35    山口県

36    徳島県

37    香川県

38    愛媛県 ○ ○

39    高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40    福岡県

41    佐賀県

42    長崎県

43    熊本県

44    大分県

45    宮崎県

46    鹿児島県

47    沖縄県

指導案作成

養教 栄教特支小 中 高 計
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区分

県市名
1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

指導案作成

養教 栄教特支小 中 高 計

48    札幌市

49    仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50    さいたま市 ○ ○

51    千葉市

52    横浜市

53    川崎市

54    相模原市 ○ ○ ○ ○

55    新潟市

56    静岡市

57    浜松市

58    名古屋市

59    京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60    大阪市 * * * * *

61    堺市

62    神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63    岡山市

64    広島市

65    北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66    福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67    熊本市

68    豊能地区

0 12 1 13 0 10 0 10 0 10 1 7 2 14

(0) (12) (1) (14) (0) (11) (0) (10) (0) (11) (1) (8) (2) (15)

指導案作成の具体例

(注)

 

合計

(17)

8 1612 14 10

(15) (11) (10) (11)

10 10

(9)(12)

・模擬授業前に示された課題内容により約50分で指導案を作成する。
・単元名、目標、学習内容、評価等について作成する。
・模擬授業の1単位時間の指導案を作成。
・場面指導の指導案として、試験当日、20分間で作成。
・テーマを与え、50分の指導案を書かせる。

1　合計については、実施した県市の実数である。

2　*は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内は前年度の数値である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
　特別支援学校教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。
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